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３月18日（日）９時スタート

　３月18日（日）、「さが桜マラソン2018」が開催されます。当日は、全国から約8,500
人のランナーが神埼市内のコース約11ｋｍを駆け抜けます。また、給水・給食所の
運営、沿道整理や応援演奏などで約500人がボランティアとして活動します。
　吉野ヶ里歴史公園内では応援イベントを開催し、大会を盛り上げる予定です。ぜひ、
コース沿道や吉野ヶ里歴史公園で温かいご声援をお願いします。

○応援パフォーマンス
　出演　神埼中学校吹奏楽部
　時間　10：00 ～ 12：00（予定）

○応援パフォーマンス
　出演　千代田中学校吹奏楽部
　時間　10：10 ～ 13：00（予定）

○応援パフォーマンス
　出演　神舞太鼓
　時間　10：15 ～ 12：40（予定）
○おふるまい
　そうめん（神埼そうめん協同組合）
　ぜんざい（神埼市食生活改善推進協議会）
　ゆるキャラ登場、応援イベントも行います！

　西郷、鶴西、犬の目地区の皆さんが、コース
の桜並木の根元に花を植えられています。
　ランナーに桜だけでなくきれいな花も見ても
らいながら、快適に楽しんで走ってもらおうと
西郷地区区長会から発案されました。

みんなでランナーを応援して大会を盛り上げましょう！

馬場ボデー前

ふるさと大橋

吉野ヶ里歴史公園

沿道の花　野寄交差点～平ヶ里交差点

神埼市内の応援パフォーマンス・イベント
ファイト～

吉野ヶ里歴史公園で応援する方へ
 ランナーが駆け抜ける吉野ヶ里歴史公園内の県営公園側
は、大会当日無料開放デーです。車でお越しの方は、「吉野ヶ
里公園西入口」交差点北の臨時駐車場をご利用ください。

臨時駐車場

マラソンコース

吉野ヶ里公園
西入口交差点
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市
長
と
し
て
臨
ん
で
き
た
こ
と（
災
害
対
策
）

分
で
歩
い
て
行
け
た
ら
良
い
の
に

な
ー
”
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
農
作

物
が
全
滅
し
た
と
聞
い
た
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
。
ま
た
当
時
は
、
一
旦
氾

濫
す
る
と
２
・
３
日
、
長
い
と
き
は

１
週
間
ぐ
ら
い
冠
水
が
続
い
て
い
た

こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。

　

そ
の
後
、
国
や
県
の
河
川
整
備
や

強
制
排
水
ポ
ン
プ
の
設
置
拡
充
な
ど

が
行
わ
れ
、
今
日
で
は
氾
濫
頻
度
は

大
き
く
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

合
併
前
は
、
城
原
川
ダ
ム
は
不
要

と
い
う
意
見
が
叫
ば
れ
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
か
つ
て
の
大
雨
災

害
を
思
う
と
、
今
日
の
よ
う
な
時
間

雨
量
１
０
０
㎜
を
超
え
る
大
雨
を
前

に
、
一
日
も
早
い
城
原
川
ダ
ム
の
建

設
を
願
い
ま
す
。
神
埼
市
民
に
と
っ

て
ダ
ム
を
含
め
よ
り
良
い
治
水
の
在

り
方
と
、
市
の
活
性
化
へ
の
ダ
ム
利

活
用
を
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
行
か

ね
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

市
民
の
安
全
安
心
対
策
は
、
雨
ば

か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。土
砂
災
害
、

台
風
、
竜
巻
、
地
震
、
原
子
力
災
害
、

先
月
の
ヘ
リ
墜
落
事
故
な
ど
多
岐
に

わ
た
る
対
応
策
が
頻
繁
に
求
め
ら
れ

　

今
日
ま
で
市
長
３
期
、
12
年
間
、

長
い
よ
う
で
短
い
時
間
で
し
た
。

市
長
就
任
以
来
、
最
優
先
事
項
は

市
民
の
「
安
全
安
心
」
で
し
た
。

　

私
が
小
学
生
の
頃
、
城
原
川
の

支
流
で
あ
る
馬
場
川
や
三
本
松

川
の
下
流
に
位
置
す
る
地
元
の
神

埼
町
本
堀
地
区
南
部
は
、
少
量
の

降
雨
で
も
よ
く
冠
水
し
て
い
ま
し

た
。
そ
の
た
め
登
下
校
の
と
き
は
、

親
に
ハ
ン
ギ
ー
（
木
墫
）
に
乗
せ

て
も
ら
い
、
安
全
な
大
通
り
ま
で

送
迎
し
て
も
ら
っ
た
も
の
で
す
。

不
便
な
の
が
嫌
で
、
い
つ
も
“
自

夜の市長室 どんなことでも構いません。皆さまの声をお聞かせください！

◎問い合わせ　総務課　秘書広報係　☎37-0088

　○今後の予定
と　き ところ

３月６日（火） 18：00 ～ 20：00 脊振支所
４月は市長・市議選挙のため中止します。

※当日は来庁順で受け付けを行います

（１組30分程度）。

※お住まいの地区に関係なくお越しい

ただけます。

２月の千代田支所開催分には、５組５人が来庁されました。

市長の部屋

《
市
長
の
部
屋
》

ま
す
。

　

昨
年
の
熊
本
地
震
の
と
き
、
耐
震

構
造
に
な
っ
て
い
な
い
神
埼
市
本
庁

舎
に
設
置
し
た
地
震
災
害
対
策
本
部

で
は
、
大
き
な
地
震
の
発
生
警
報
と

同
時
に
、
４
度
も
庁
舎
外
に
飛
び
出

し
避
難
し
ま
し
た
。こ
の
こ
と
か
ら
、

職
員
が
安
全
安
心
し
て
災
害
対
策
本
部

の
任
務
に
当
た
れ
る
頑
丈
な
新
庁
舎
建

設
に
取
り
組
む
べ
き
と
、
計
画
に
沿
っ

た
建
設
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
全
く
予
想
も
し
て
い
な

か
っ
た
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
墜
落
事

故
。
事
故
当
日
の
２
月
５
日
は
、
情

報
が
錯
綜
し
、
現
場
の
状
況
把
握
が

ま
ど
ろ
っ
こ
し
く
感
じ
ら
れ
ま
し

た
。
警
察
、
自
衛
隊
、
消
防
が
そ
れ

ぞ
れ
の
立
場
か
ら
現
場
把
握
、
対
処

を
す
る
中
で
、
市
は
消
防
団
、
職
員

で
現
場
把
握
を
務
め
る
も
課
題
が
多

く
あ
る
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。

　

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
自
衛
隊
機
の

墜
落
事
故
に
、
小
野
寺
防
衛
大
臣
か

ら
謝
罪
を
受
け
、
次
の
４
点
を
し
っ

か
り
と
伝
え
ま
し
た
。

①
被
災
者
に
対
す
る
補
償
、
賠
償
や

心
の
ケ
ア
な
ど
に
つ
い
て
速
や
か

に
行
う
こ
と

②
事
故
原
因
究
明
と
再
発
防
止
策
の

徹
底
を
早
期
に
図
り
、
市
民
が
理

解
で
き
る
説
明
を
行
う
こ
と

③
市
と
県
・
防
衛
省
で
十
分
な
情

報
の
共
有
を
図
る
こ
と

④
命
が
け
の
任
務
で
殉
職
さ
れ
た

自
衛
隊
員
へ
配
慮
す
る
こ
と

　

ま
た
、
一
日
も
早
い
神
埼
市
の

平
穏
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

　

被
災
さ
れ
ま
し
た
市
民
の
皆
さ

ま
に
は
、
改
め
て
お
見
舞
い
申
し

上
げ
ま
す
。

※
市
報
４
月
号
の「
市
長
の
部
屋
」

は
、
選
挙
の
た
め
休
み
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
　
神
埼
市
長

松
本
　
茂
幸
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神埼市神埼町本堀 3187番地 3
（旧　松永嶺子事務所）
 ☎　　0952－53－5105
FAX　 0952－53－2713

各課からのお知らせ

　
　神
埼
市
長
・
神
埼
市
議
会
議
員
選
挙

　

４
月
15
日（
日
）は
投
票
日
で
す

◎
問
い
合
わ
せ　

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局（
総
務
課
内
）☎
３
７
‐
０
１
０
０

○
告
示
日

　

４
月
８
日
（
日
）

○
投
票
が
で
き
る
方

・
平
成
12
年
４
月
16
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
方

・
平
成
30
年
１
月
７
日
ま
で
に
神

埼
市
に
「
転
入
届
」
を
行
い
転

入
し
た
方
で
、
引
き
続
き
３
ヶ

月
以
上
住
民
登
録
さ
れ
、
投
票

当
日
に
神
埼
市
に
住
所
を
有
す

る
方

主
な
選
挙
日
程

立
候
補
届
出
書
類
等
事
前
審
査

・
日
時　

３
月
15
日
（
木
） 

　
　
　
　

９
時
30
分
～
17
時

・
場
所　

神
埼
市
役
所 

　
　
　
　

３
‐
３
会
議
室

立
候
補
届
出
受
付

・
日
時　

４
月
８
日
（
日
）

　
　
　
　

８
時
30
分
～
17
時

・
場
所　

神
埼
市
役
所 

　
　
　
　

３
‐
３
会
議
室

　

投
票
所
な
ど
の
詳
細
は
、
市
報

か
ん
ざ
き
４
月
号
に
掲
載
し
ま
す
。

期
日
前
投
票

　

仕
事
や
レ
ジ
ャ
ー
で
、
投
票
日

に
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
人

は
、
期
日
前
投
票
が
で
き
ま
す
。

○
期
間

　

４
月
９
日
（
月
）
～
14
日
（
土
）

○
投
票
時
間

　

８
時
30
分
～
20
時

○
期
日
前
投
票
所

・
神
埼
市
役
所　

１
‐
１
会
議
室

・
千
代
田
支
所　

１
‐
１
会
議
室

・
脊
振
支
所　

１
号
会
議
室

※
市
内
ど
の
期
日
前
投
票
所
で
も

投
票
が
可
能
で
す
。

　
　脊
振
町
複
合
施
設
建
設
基
本
設
計
を
策
定

◎
問
い
合
わ
せ　

庁
舎
整
備
課　

庁
舎
整
備
２
係　

☎
３
７
‐
０
０
１
１

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
募
集

　

市
民
の
皆
さ
ま
に
と
っ
て
身
近

な
複
合
施
設
に
す
る
た
め
、
説
明

会
と
あ
わ
せ
て
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
を
実
施
し
、
ご
意
見
を
募
集

し
ま
す
。

　

親
し
ま
れ
る
複
合
施
設
を
目
指

し
、
意
見
を
踏
ま
え
、
今
後
の
実

施
設
計
の
参
考
と
し
ま
す
。

○
募
集
期
間

　

３
月
19
日
（
月
）
～

　
　
　
　
　
　
　

４
月
６
日（
金
）

○
提
出
方
法
な
ど

・
庁
舎
整
備
課
、
各
支
所
総
合
窓

口
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

・
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
確
認
で

き
ま
す
。

h
ttp
://w

w
w
.c
ity.ka

n
za
ki.

saga.jp/m
ain/5

1
6
4
.htm

l

　

合
併
特
例
債
お
よ
び
過
疎
対
策

事
業
債
の
活
用
期
限
で
あ
る
平
成

32
年
度
ま
で
の
事
業
完
了
を
目
指

し
、
神
埼
市
脊
振
町
複
合
施
設
建

設
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

市
民
や
学
識
経
験
者
な
ど
で
組

織
し
た
建
設
検
討
委
員
会
や
市
民

の
皆
さ
ん
か
ら
の
意
見
を
踏
ま

え
、
配
置
や
平
面
計
画
、
外
観
デ

ザ
イ
ン
な
ど
の
検
討
を
行
い
、
検

討
結
果
に
基
づ
き
、「
神
埼
市
脊

振
町
複
合
施
設
基
本
設
計
」
を
策

定
し
ま
し
た
。

説
明
会
を
開
催
し
ま
す

　

ど
の
会
場
も
内
容
は
同
じ
で
す
。

会場 日時 場所

千代田
３月19日（月）

19時～
千代田支所
２- ２会議室

神埼
３月20日（火）

19時～
神埼市中央公民館

第１研修室

脊振
３月23日（金）

19時～
脊振公民館
大会議室

有
料
広
告

有
料
広
告
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休
日
窓
口　

開
庁
し
ま
す

～
異
動
の
多
い
時
期
で
す
～

不
妊
治
療
費
助
成
の
お
知
ら
せ

◎
問
い
合
わ
せ　

市
民
課　

総
合
窓
口
班　

☎
３
７
‐
０
１
１
６

◎
申
請
・
問
い
合
わ
せ　

健
康
増
進
課　

母
子
保
健
係　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
神
埼
町
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）　

☎
５
１
‐
１
２
３
４

　

転
入
や
転
出
等
の
手
続
き
が
集

中
す
る
年
度
末
お
よ
び
年
度
初
め

に
、
休
日
窓
口
を
開
庁
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、シ
ス
テ
ム
の
都
合
上
、

特
例
転
入
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
や
住
基
カ
ー
ド
を
利
用
し
た
転

出
証
明
書
の
な
い
転
入
）
は
で
き

ま
せ
ん
の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
手
続
き
内
容
お
よ
び
証
明
書
に

よ
っ
て
は
、
平
日
に
再
度
、
来

庁
し
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り

ま
す
。

休
日
窓
口

○
開
庁
日

　

３
月
24
日
（
土
）

　

３
月
25
日
（
日
）

　

３
月
31
日
（
土
）

　

４
月
１
日
（
日
）

○
開
庁
時
間

　

８
時
30
分
～
正
午

○
場
所

　

市
民
課　

総
合
窓
口

　

※
支
所
は
開
庁
し
ま
せ
ん
。

　

不
妊
治
療
を
受
け
て
い
る
方
の

経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、

治
療
に
要
す
る
費
用
の
一
部
を
助

成
し
て
い
ま
す
。

○
助
成
対
象
と
な
る
治
療

　

健
康
保
険
が
適
用
さ
れ
な
い

夫
婦
間
で
行
う
人
工
授
精
、
体
外

受
精
（
凍
結
胚
の
移
植
を
含
む
）、

顕
微
授
精
（
凍
結
胚
の
移
植
を
含

む
）。

○
助
成
対
象
者

　

婚
姻
届
を
行
っ
た
夫
婦
で
、
次

の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方
。

・
人
工
授
精
・
体
外
受
精
・
顕
微

授
精
以
外
の
治
療
法
に
よ
っ
て

は
、
妊
娠
の
見
込
み
が
な
い
、

ま
た
は
極
め
て
少
な
い
夫
婦
と

医
師
に
診
断
さ
れ
て
い
る
。

・
夫
ま
た
は
妻
の
い
ず
れ
か
一
方

ま
た
は
両
方
が
、
1
年
以
上
神

埼
市
に
居
住
し
て
い
る
。

・
夫
お
よ
び
妻
の
前
年
の
所
得
の

合
計
額
が
７
３
０
万
円
未
満
で

あ
る
。

○
助
成
金
額

　

医
療
機
関
に
支
払
っ
た
助
成
対

象
治
療
費
の
費
用
に
10
分
の
7
を

乗
じ
て
得
た
額
か
ら
、
佐
賀
県
不

妊
治
療
支
援
事
業
に
よ
る
助
成
金

額
等
を
差
し
引
い
た
額
。

　

た
だ
し
、
初
年
度
は
20
万
円
、

次
年
度
以
降
は
１
年
度
あ
た
り
10

万
円
を
限
度
と
し
ま
す
。

○
助
成
期
間　

通
算
５
年
間

○
受
付
時
間

　

８
時
30
分
～
17
時
15
分

※
土
日
祝
日
除
く

○
申
請
期
間
（
平
成
30
年
度
治
療

分
）

平
成
30
年
４
月
2
日
（
月
）
～

平
成
31
年
３
月
29
日
（
金
）

平
成
29
年
度
治
療
分
に
つ
い
て

　

治
療
終
了
日
が
平
成
30
年
２
月

１
日
～
３
月
31
日
の
場
合
は
、
４

月
27
日
（
金
）
ま
で
申
請
を
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

○
取
扱
業
務

・
住
民
異
動
届
（
転
入
・
転
出
・

転
居
な
ど
）

※
特
例
転
入
は
除
く
。

・
戸
籍
の
届
出
（
出
生
・
死
亡
・

婚
姻
・
離
婚
な
ど
）

・
各
種
証
明
書
の
発
行

・
印
鑑
登
録

・
国
保
（
資
格
取
得
・
喪
失
）

・
軽
自
動
車
の
登
録
・
廃
車
（
市

外
分
を
除
く
）　　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

※
パ
ス
ポ
ー
ト
の
申
請
・
交
付
は

行
い
ま
せ
ん
。

休日窓口

有
料
広
告

有
料
広
告
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　平
成
30
年
４
月
１
日
か
ら

国
民
健
康
保
険
証
が
新
し
く
な
り
ま
す

◎
問
い
合
わ
せ　

市
民
課　

国
保
医
療
係　

☎
３
７
‐
０
１
１
５

　

４
月
１
日
か
ら
ご
利
用
い
た
だ
く
平
成
30
年
度
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者

証
（
桃
色
）
を
、
３
月
下
旬
に
国
民
健
康
保
険
加
入
世
帯
に
送
付
し
ま
す
。

４
月
か
ら
は
、
新
し
い
保
険
証
を
医
療
機
関
等
の
窓
口
で
提
示
し
て
く
だ
さ

い
。
後
期
高
齢
者（
75
歳
以
上
の
方
）の
保
険
証
は
７
月
末
に
送
付
予
定
で
す
。

　

な
お
、
就
職
な
ど
で
新
た
に
社
会
保
険
等
に
加
入
す
る
方
は
、
国
民
健
康

保
険
の
資
格
喪
失
手
続
き
が
必
要
で
す
。

◆
新
し
い
保
険
証
の
有
効
期
限
は
、

　

平
成
31
年
３
月
31
日
ま
で

※
次
に
該
当
す
る
方
は
、
有
効
期
限
が
異
な

り
ま
す
。

・
４
月
以
降
に
70
歳
に
な
る
方

　

誕
生
日
の
前
日
が
属
す
る
月
の
月
末
ま
で

・
４
月
以
降
に
75
歳
に
な
る
方

　

誕
生
日
の
前
日
ま
で

・
退
職
被
保
険
者
の
方
で
年
度
途
中
に
65
歳

に
な
る
方

　

誕
生
日
の
前
日
が
属
す
る
月
の
月
末
ま
で

　
（
被
扶
養
者
の
方
も
本
人
と
同
じ
有
効

期
限
で
す
）

　

有
効
期
限
が
年
度
途
中
の
方
は
、
有
効
期

限
ま
で
に
新
し
い
保
険
証
を
郵
送
し
ま
す
。

　

な
お
、
有
効
期
限
が
切
れ
た
保
険
証
は
無

効
で
す
。市
役
所
窓
口
へ
返
却
い
た
だ
く
か
、

確
実
に
処
分
を
お
願
い
し
ま
す
。

就
学
で
転
出
す
る
学
生
の
方
へ

　

通
常
、
国
民
健
康
保
険
は
住
所
地
の
市
区

町
村
で
加
入
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
の
方
で
、
就

学
の
た
め
に
転
出
す
る
場
合
は
、
引
き
続
き

神
埼
市
の
国
民
健
康
保
険
に
加
入
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

た
だ
し
、
申
請
が
必
要
で
す
。
学
生
証
ま

た
は
在
学
証
明
書
を
持
参
の
上
、
市
役
所
で

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
在
学
中

の
み
の
特
例
に
な
り
ま
す
の
で
、
学
校
を
卒

業
や
退
学
し
た
場
合
は
、
喪
失
手
続
き
が
必

要
で
す
。

　

ま
た
、
平
成
29
年
度
ま
で
に
学
生
特
例
で

保
険
証
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方
も
、
毎
年

申
請
が
必
要
で
す
。
申
請
時
に
窓
口
に
て
保

険
証
を
交
付
し
ま
す
。（
一
括
送
付
に
は
含

ま
れ
ま
せ
ん
）

◆
職
場
を
退
職
し
た
場
合

①
任
意
継
続
保
険
に
加
入
す
る

　

退
職
後
、
一
定
期
間
内
（
通
常
20
日
以
内
）

に
手
続
き
を
す
る
と
、
最
長
２
年
間
そ
れ
ま
で

加
入
し
て
い
た
保
険
に
、
継
続
し
て
加
入
す
る

こ
と
が
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は

退
職
さ
れ
た
職
場
や
加
入
し
て
い
た
健
康
保
険

の
保
険
者
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

②
家
族
が
加
入
し
て
い
る
健
康
保
険
の
扶
養
に

な
る

　

ご
家
族
の
職
場
な
ど
で
の
手
続
き
が
必
要
で

す
。
手
続
き
や
扶
養
認
定
の
要
件
は
、
職
場
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

③
国
民
健
康
保
険
に
加
入
す
る

　

退
職
後
14
日
以
内
に
、
こ
れ
ま
で
加
入
し
て

い
た
健
康
保
険
の
資
格
喪
失
証
明
書
も
し
く
は

離
職
票
な
ど
退
職
日
が
確
認
で
き
る
書
類
と
認

め
印
を
ご
持
参
の
上
、
市
役
所
で
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

手
続
き
窓
口

・
市
民
課　

国
保
医
療
係

・
各
支
所　

総
合
窓
口
課

◆
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
方

　

が
社
会
保
険
な
ど
に
加
入
し
た
場
合

　

職
場
か
ら
交
付
さ
れ
た
健
康
保
険
証
、
国

民
健
康
保
険
証
、
認
め
印
を
ご
持
参
の
上
、

資
格
喪
失
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
職

場
で
は
国
民
健
康
保
険
の
喪
失
手
続
き
は

し
て
く
れ
ま
せ
ん
。
ご
自
身
で
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

・
加
入
手
続
き
が
遅
れ
た
場
合

　

加
入
資
格
を
得
た
日
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ

て
保
険
税
を
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。ま
た
、

保
険
証
が
な
い
た
め
、
そ
の
間
の
医
療
費
は

全
額
自
己
負
担
に
な
り
ま
す
。

・
喪
失
手
続
き
が
遅
れ
た
場
合

　

保
険
税
を
二
重
に
納
め
る
こ
と
に
な
っ

た
り
、
国
民
健
康
保
険
の
保
険
証
を
提
示
し

て
医
療
機
関
を
受
診
し
た
場
合
、
国
民
健
康

保
険
が
負
担
し
た
医
療
費
を
返
還
し
て
い

た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

個
人
番
号
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）
を
忘
れ
ず
に

　

手
続
き
で
個
人
番
号
が
必
要
に
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
本
人
確
認
で
き
る
も
の
と
、

世
帯
主
お
よ
び
手
続
き
対
象
者
の
個
人
番
号

を
確
認
で
き
る
も
の
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

各課からのお知らせ

国
保
の
加
入
・
喪
失
手
続
き
を
忘
れ
ず
に
！

　

職
場
の
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
た
方
が
退
職
し
た
と
き
や
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

る
方
が
社
会
保
険
等
に
加
入
し
た
と
き
は
、
手
続
き
が
必
要
で
す
。
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　子
ど
も
予
防
接
種
の
受
け
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か

◎
問
い
合
わ
せ　

健
康
増
進
課　

母
子
保
健
係（
神
埼
町
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）　

☎
５
１
‐
１
２
３
４

　

３
月
１
日
～
３
月
７
日
は
、
子

ど
も
予
防
接
種
週
間
で
す
。

　

お
子
さ
ん
の
予
防
接
種
に
受
け

忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
４
月
か

ら
の
入
園
・
入
学
に
備
え
て
、
必

要
な
予
防
接
種
を
済
ま
せ
病
気
を

未
然
に
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

　

麻
し
ん
風
し
ん
混
合
２
期

（
M
R
）・
２
種
混
合
（
D
T
）
は

接
種
期
間
が
３
月
31
日
ま
で
と

な
っ
て
い
ま
す
。

○
予
防
接
種
の
受
け
方

　

佐
賀
県
内
の
委
託
医
療
機
関
に

お
い
て
接
種
が
で
き
ま
す
。
各
自

で
直
接
、
医
療
機
関
へ
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

　

接
種
の
際
は
保
護
者
が
同
伴

し
、
祖
父
母
等
に
同
伴
を
依
頼
す

る
場
合
は
「
委
任
状
」
が
必
要
で

す
。

○
持
っ
て
い
く
も
の

・
母
子
健
康
手
帳

・
予
診
票
（
保
健
セ
ン
タ
ー
、
医

療
機
関
窓
口
に
あ
り
ま
す
）

　

平
成
30
年
度
の
「
予
防
接
種
カ

レ
ン
ダ
ー
」
は
市
報
か
ん
ざ
き
４

月
号
に
掲
載
し
ま
す
。

予防接種の種類 対象年齢（平成29年度） 接種回数
BCG 生後～１歳未満 １回

B型肝炎 生後２か月～１歳未満 ３回
Hib（ヒブ） 生後２か月～５歳未満

※接種開始年齢により接種回数が異なります。 １～４回
小児用肺炎球菌

４種混合
ジフテリア・

百日せき・破傷風・
不活化ポリオ

生後３か月～７歳６か月未満                    ４回

麻しん風しん混合
（MR）

１期：１～２歳未満
２期：就学前１年間にある児
　　　（平成23年４月２日～平成24年4月1日生）

各１回

水痘
（みずぼうそう）

１～３歳未満
※すでに水痘にかかったことのある方は対象外 ２回

日本脳炎 １期：３～７歳６か月未満
２期：９～ 13歳未満

１期：３回
２期：１回

２種混合（DT） 小学６年生（平成17年４月２日～平成18年４月１日生） １回

子宮頸がん
小学６年生～高校１年生相当の女子
※平成25年6月から副反応の検討のため積極的勧奨を中止してい

ます。（平成30年1月末時点）
３回　

※日本脳炎予防接種の特例
・平成７年４月２日～平成19年４月１日生の方は、対象年齢を過ぎていても20歳未満まで受けることができます。
・平成19年４月２日～平成21年10月１生日の方は、９～ 13歳未満の間に1期の未接種分も受けることができます。

　
　小
学
校
新
入
生
の
保
護
者
の
皆
さ
ん
へ

子
ど
も
の
医
療
費
受
給
資
格
証
を
送
付
し
ま
す

◎
申
請
・
問
い
合
わ
せ　

市
民
課　

国
保
医
療
係　

☎
３
７
‐
０
１
１
５

　

市
で
は
、
小
・
中
学
生
お
よ
び

高
校
生
等
を
対
象
に
医
療
費
助
成

を
実
施
し
、県
内
医
療
機
関
分
は
、

現
物
給
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

小
学
校
新
入
生
の
方
に
、
４
月

１
日
か
ら
の
「
子
ど
も
の
医
療
費

受
給
資
格
証
（
黄
色
）」
を
送
付
し

ま
す
の
で
、
同
封
の
資
格
登
録
申

請
書
の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
送
付
対
象
者

　

市
内
に
住
所
を
有
す
る
小
学
校

新
入
生

※
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
助
成

や
、
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費

助
成
な
ど
、
他
の
公
的
助
成
を

受
け
て
い
る
方
も
対
象
で
す
。

※
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
方
は

助
成
対
象
外
で
す
。

※
平
成
29
年
４
月
以
降
に
転
入
さ

れ
た
方
は
、
現
在
お
持
ち
の
受

給
資
格
証
を
引
き
続
き
使
用
し

て
く
だ
さ
い
。

○
送
付
時
期　

３
月
下
旬

資
格
登
録
手
続
き

　

送
付
時
に
同
封
す
る
資
格
登
録

申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
郵
送

で
も
受
け
付
け
ま
す
。

○
申
請
窓
口

・
市
民
課　

国
保
医
療
係

・
各
支
所　

総
合
窓
口
課

受
給
資
格
証
を
お
持
ち
で
な
い
方

　

市
内
に
住
所
を
有
す
る
小
学
校

１
年
生
か
ら
高
校
３
年
生
等
の
保

護
者
の
方
で
、
子
ど
も
の
医
療
費

受
給
資
格
証
を
お
持
ち
で
な
い
方

は
、
市
民
課
国
保
医
療
係
ま
で
至

急
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
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各課からのお知らせ

　
　第
10
回
特
別
弔
慰
金

請
求
期
限
迫
る

◎
問
い
合
わ
せ　

福
祉
課

社
会
福
祉
係　

☎
３
７
‐
０
１
１
０

特
別
弔
慰
金
と
は

　

戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
遺
族

で
、
平
成
27
年
４
月
１
日
時
点

で「
恩
給
法
に
よ
る
公
務
扶
助
料
」

や
「
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援

護
法
に
よ
る
遺
族
年
金
」
等
を
受

け
る
人
が
い
な
い
場
合
に
、
最
先

順
位
の
遺
族
１
人
に
支
給
さ
れ
る

も
の
で
す
。

○
手
続
き
に
必
要
な
も
の

・
請
求
者
本
人
の
戸
籍
抄
本

　
（
平
成
27
年
４
月
１
日
現
在
）

・
認
め
印

・
請
求
者
の
個
人
番
号
が
分
か
る

も
の

※
請
求
者
の
状
況
で
必
要
書
類
が

異
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
受
付
場
所

・
神
埼
市
役
所　

福
祉
課

・
各
支
所　

総
合
窓
口
課

○
請
求
期
限

　

４
月
２
日
（
月
）
ま
で

　

期
限
を
過
ぎ
る
と
請
求
で
き
な

く
な
り
ま
す
の
で
、
早
め
の
手
続

き
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

　

負
担
額
変
更
の
お
知
ら
せ

◎
問
い
合
わ
せ　

市
民
課　

国
保
医
療
係　
　
　

☎
３
７
‐
０
１
１
５

市
民
課　

後
期
高
齢
年
金
係　

☎
３
７
‐
０
１
１
５

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合　
　

☎
６
４
‐
８
４
７
６

　

平
成
30
年
４
月
１
日
か
ら
国
民
健
康
保
険
と
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
の
入
院
し
た
と
き
の
食
事
代
お
よ
び
居

住
費
の
一
部
が
変
更
さ
れ
ま
す
。

入院する場合の食事代（１食あたり）
対象者の分類 食事療養標準負担額

現役並み所得者、一般※
変更前：360円
↓
変更後：460円

区分Ⅰ、区分Ⅱのいずれにも該当しない指定難病患者 260円（据え置き）

低所得（区分Ⅱ）
90日までの入院 210円（据え置き）

過去1年で90日を超える入院 160円（据え置き）

低所得（区分Ⅰ） 100円（据え置き）

※経過措置として、所得区分が現役並み所得者、一般の方で平成28年3月31日において、
１年以上継続して精神病床に入院していた者であって、平成28年4月1日以後も引き
続き医療機関に入院する方は、当分の間、１食につき260円が適用されます。

65歳以上の高齢者が療養病床に入院する場合の食事代・居住費
医療の必要性の低い者 医療の必要性の高い者

食費
（１食）

居住費
（１日）

食費（１食） 居住費（１日）

現役並み所得、一般 460円※1 370円
変更前：360円
変更後：460円※1※2

変更前：200円
変更後：370円※3

低所得（区分Ⅱ） 210円 370円 210円※4
変更前：200円
変更後：370円※3

低
所
得

（
区
分
Ⅰ
）

老齢福祉年金
受給者以外

130円 370円 100円
変更前：200円
変更後：370円※3

老齢年金受給
者

100円 0円 100円 0円

※１　保険医療機関の施設基準などにより420円になる場合があります。
※２　指定特定医療を受ける指定難病の患者は260円になります。
※３　指定特定医療を受ける指定難病の患者はこれまでどおり0円となります。
※４　過去１年で90日を超える入院の場合は１食当たり160円となります。

有
料
広
告

有
料
広
告
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　国
民
年
金
の
任
意
加
入
制
度

◎
問
い
合
わ
せ　

市
民
課　

後
期
高
齢
年
金
係　

☎
３
７
‐
０
１
１
５

佐
賀
年
金
事
務
所   

☎
３
１
‐
４
１
９
１

ご
存
知
で
す
か
？
任
意
加
入
制
度

　

60
歳
以
降
も
、
新
た
に
保
険
料
を
納
付
す

る
と
年
金
が
受
け
取
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

り
、
年
金
額
が
増
え
た
り
し
ま
す
。

　

65
歳
か
ら
受
け
ら
れ
る
老
齢
基
礎
年
金

は
、
20
歳
か
ら
60
歳
に
な
る
ま
で
の
40
年
間

保
険
料
を
納
め
な
け
れ
ば
、
満
額
の
年
金
を

受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

納
付
済
期
間
が
40
年
間
に
満
た
な
い
場
合

は
、
60
歳
以
降
も
任
意
加
入
を
し
、
保
険
料

を
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

任
意
加
入
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
市
役
所

ま
た
は
年
金
事
務
所
に
申
請
を
お
願
い
し
ま

す
。

○
任
意
加
入
制
度
の
対
象

　

次
の
①
～
④
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方
が

対
象
で
す
。

①
国
内
に
住
所
を
有
す
る
60
歳
以
上
65
歳
未

満
の
方
（
年
金
の
受
給
資
格
期
間
が
10
年

を
満
た
し
て
い
な
い
場
合
は
60
歳
以
上
70

歳
未
満
の
方
）

②
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
さ
れ
て
い
な
い
方

③
20
歳
以
上
60
歳
未
満
ま
で
の
保
険
料
の
納

付
月
数
が
４
８
０
月
（
40
年
）
未
満
の
方

④
現
在
、
厚
生
年
金
保
険
に
加
入
し
て
い
な

い
方

※
外
国
に
居
住
す
る
20
歳
以
上
65
歳
未
満
の

方
で
、
日
本
国
籍
を
有
す
る
方
も
加
入
で

き
ま
す
。

※
平
成
29
年
８
月
１
日
か
ら
、
年
金
を
受
け

と
る
た
め
に
必
要
な
資
格
期
間
が
25
年
か

ら
10
年
に
短
縮
さ
れ
ま
し
た
。

　
　

そ
の
た
め
、
資
格
期
間
が
10
年
（
１
２

０
月
）
以
上
あ
る
と
年
金
を
受
け
と
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

年
金
事
務
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

電
話
予
約
で
待
ち
時
間
短
縮

　

年
金
事
務
所
で
の
年
金
の
請
求
・
相
談
は
、

事
前
予
約
で
、
待
ち
時
間
が
少
な
く
相
談
で

き
ま
す
。

○
予
約
先

　

佐
賀
年
金
事
務
所
お
客
様
相
談
室

　

☎
３
１
‐
４
１
９
１

　

自
動
音
声
が
流
れ
ま
す
。
音
声
ダ
イ
ヤ
ル

が
流
れ
た
ら
案
内
に
従
っ
て
１
、
２
の
順
に

番
号
を
押
し
て
く
だ
さ
い
。

３月は「自殺対策強化月間」
　３月は、就職や転勤、転居など生活環境が大きく
変動する時期であり、自殺者数が増加する傾向にあ
ります。
　自殺する人は、様々な心配事が重なって自殺に追
い込まれていくと言われています。１つ１つの心配
事を取り除くことや軽くしてあげることが必要で
す。

♪健康コラム♪

◎問い合わせ
　健康増進課（神埼町保健センター）☎51-1234

こころの体温計
　「こころの体温計」でメンタルヘルスチェックし
てみませんか？パソコンや携帯電話で気軽にメン
タルチェックができるシステムです。
※通信料は自己負担です。
　携帯電話からQRコードを
　読み込んで利用ください。

読み込めない場合はURLからアクセスしてください。
https://fishbowlindex.jp/kanzaki/

　
　飲
み
残
し
の
薬
に
注
意

◎
問
い
合
わ
せ　

市
民
課　

国
保
医
療
係　
　

市
民
課　

後
期
高
齢
年
金
係

☎
３
７
‐
０
１
１
５　
　
　

　

飲
み
残
し
や
飲
ま
な
く
な
っ
た
薬
を
そ

の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
、
飲
み
間
違
い
の

原
因
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
勝
手
な
判
断

で
薬
を
飲
む
と
、
思
わ
ぬ
副
作
用
が
起
き

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

お
く
す
り
整
理
そ
う
だ
ん
バ
ッ
グ

　

薬
局
で
は
、
無
料
で
「
お
く
す
り
整
理

そ
う
だ
ん
バ
ッ
グ
」
を
も
ら
え
ま
す
。
飲

み
残
し
た
薬
を
バ
ッ
グ
に
入
れ
て
か
か
り

つ
け
薬
剤
師
・
薬
局
に
持
っ
て
行
く
と
、

薬
剤
師
が
自
分
に
必
要
な
薬
か
ど
う
か
判

断
し
ま
す
。
薬
は
正
し
く
飲
む
こ
と
で
本

来
の
治
療
効
果
が
期
待
で
き
、
飲
み
残
し

の
薬
を
減
ら
し
医
療
費
の
削
減
に
も
つ
な

が
り
ま
す
。

か
か
り
つ
け
薬
剤
師
・
薬
局
と
は

　

普
段
利
用
し
て
い
る
薬
局
か
ら
自
身
が

選
ぶ
薬
剤
師
・
薬
局
の
こ
と
で
す
。
気
軽

に
相
談
で
き
る
薬
剤
師
・
薬
局
を
持
ち
ま

し
ょ
う
。



14市報かんざき 2018. ３月号

神埼市神埼町志波屋3627
TEL 0952-53-1747
携帯 090-8836-5630

相談は、無料です。

行政書士

相続手続
土地や建物が亡くなった人の

名義になっている

遺言書
死んだら、家や土地の名義は
どうなるのだろう？

その他

（日本行政書士会登録番号 05410974）

建設業許可・産業廃棄物・
内容証明・車庫証明 等

ホームページ ゆずりは 神埼 検索 行政書士には守秘義務があります。お気軽にご連絡ください

各課からのお知らせ

有
料
広
告

有
料
広
告

　
　

　
　

廃
車
・
名
義
変
更
の
手
続
き
は
お
早
め
に

防
災
情
報
を
発
信
し
て
い
ま
す

◎
問
い
合
わ
せ　

税
務
課　

市
民
税
係　

☎
３
７
‐
０
１
１
４

◎
問
い
合
わ
せ　

防
災
危
機
管
理
課　

防
災
係　

☎
３
７
‐
０
１
０
４

　

軽
自
動
車
税
は
毎
年
４
月
１
日
現
在
の
所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

次
の
事
項
に
心
当
た
り
の
あ
る
方
は
４
月
１
日
ま
で
に
廃
車
や
名
義

変
更
の
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

・
廃
棄
・
解
体
し
た

・
盗
難
に
遭
っ
た

・
譲
渡
・
売
却
を
し
た

・
定
置
場
所
の
変
更
を

　

し
た
（
転
居
な
ど
）

・
所
有
者
が
亡
く
な
っ
た

※
４
月
２
日
以
降
に
手
続

き
を
行
っ
て
も
、
平
成

30
年
度
課
税
分
は
取
消

し
で
き
ま
せ
ん
。

　

市
で
は
、
災
害
が
発
生
す
る
危

険
性
が
高
ま
っ
た
場
合
、
防
災
行

政
無
線
で
災
害
情
報
を
お
知
ら
せ

し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
に
も
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ

オ
、
メ
ー
ル
や
電
話
で
も
情
報
発

信
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
活

用
く
だ
さ
い
。

①
電
話

　

防
災
行
政
無
線
の
放
送
内
容
を

確
認
で
き
ま
す
。

☎
５
１
‐
１
２
６
０

※
通
話
料
が
か
か
り
ま
す
。

②
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

神
埼
市
防
災
ウ
ェ
ブ
で
、
防
災

情
報
な
ど
を
い
つ
で
も
確
認
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で「
神
埼
市
防
災
ウ
ェ
ブ
」

と
検
索
し
て
く
だ
さ
い
。

③
ぶ
ん
ぶ
ん
テ
レ
ビ

　

火
災
や
避
難
勧
告
な
ど
の
緊
急

情
報
が
テ
ロ
ッ
プ
や
デ
ー
タ
配
信

で
確
認
で
き
ま
す
。

※
ぶ
ん
ぶ
ん
テ
レ
ビ
へ
の
加
入
が

必
要
で
す
。

車種・排気量 手続き場所・問い合わせ
原動機付自転車

（125cc以下）
神埼市役所 総合窓口　または　各支所総合窓口
☎37-0114
○持参するもの
　【廃車の場合】ナンバープレート、印鑑
　【名義変更の場合】双方の印鑑

小型特殊自動車
（コンバイン・トラクター・
乗用田植機等）
軽二輪車

（126㏄以上250㏄以下） 軽自動車検査協会佐賀事務所
佐賀市若楠２丁目10-8　☎050-3816-1754軽三輪車・軽四輪車

（660cc以下）

小型自動二輪車
（251cc以上）

佐賀運輸支局
佐賀市若楠２丁目7-8　☎050-5540-2082

運輸支局入口

高木瀬団地前
至　武雄

国道34号

至　武雄

国道34号

軽自動車検査協会
佐賀事務所

軽自動車検査協会
佐賀事務所

佐賀運輸支局佐賀運輸支局

佐賀病院佐賀病院
佐賀県総合
運動場
佐賀県総合
運動場

国立病院前

④
メ
ー
ル

　

登
録
す
る
と
防
災
情
報
な
ど
の

メ
ー
ル
が
届
き
ま
す
。

神
埼
市
防
災
メ
ー
ル

　

神
埼
市
の
緊
急
情
報
を
ど
こ
に

い
て
も
受
信
で
き
ま
す
。
神
埼
市

外
の
方
で
も
登
録
可
能
で
す
の

で
、
神
埼
市
に
親
戚
や
知
人
が
い

る
方
も
ぜ
ひ
登
録
し
て
く
だ
さ

い
。

登
録
方
法

【
登
録
方
法
１
】

　

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
ア
ク
セ
ス

し
、
案
内
に
従
い
登
録
し
て
く
だ

さ
い
。

【
登
録
方
法
２
】

　

U
R
L
に
ア
ク
セ
ス
し
、
登
録

し
て
く
だ
さ
い
。

h
ttp
://w

w
w
.b
o
u
sa
i.c
ity.

kanzaki.saga.jp/m
ail/pub/
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プレアホール神埼

まずはプレアホール神埼へご相談ください永久の旅立ち…

仏壇・仏具・仏壇クリーニング
墓石・墓石クリーニング・法名塔（名前入れ）
法事料理（四十九日・初盆・一周忌・三回忌等）
供養菓子・悲礼返し・礼品等
各種取扱い致しております。

ご葬儀について、『わからない…不安…』そんな方は、
事前相談、お見積り、会館見学、会員募集等、随時受付けいたしております。
ご自宅への無料見積りも随時おこなっておりますのでお気軽にお電話下さい。

年中無休 24時間受付

株式会社ＪＡセレモニーさが
神埼市神埼町本堀2716-4

TEL.0952-55-8008 FAX.0952-55-8007

J A葬祭
その他取扱い商品

有
料
広
告

有
料
広
告

私
は
大
丈
夫
と
思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

◎
問
い
合
わ
せ　

商
工
観
光
課　

商
工
観
光
係　

☎
３
７
‐
０
１
０
７

オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
で
高
額
請
求
！

利
用
す
る
前
に
理
解
す
る
こ
と
が
大
切
で
す

事
例

　

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
会
社
か
ら

28
万
円
も
の
高
額
な
請
求
が
あ
る

こ
と
が
わ
か
っ
た
。
小
学
生
の
息

子
が
オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
で
有
料

コ
イ
ン
を
購
入
し
た
ら
し
い
。
先

日
、
オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
の
登
録

に
７
０
０
円
が
必
要
だ
と
頼
ま

れ
、
母
親
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

番
号
を
入
力
し
た
。
そ
の
後
は
そ

の
ク
レ
ジ
ッ
ト
番
号
で
有
料
ア
イ

テ
ム
を
次
々
買
っ
た
よ
う
だ
。
息

子
は
「
ゲ
ー
ム
内
で
コ
イ
ン
を
買

う
と
き
に
難
し
い
操
作
は
な
く
、

ど
ん
ど
ん
買
え
た
」
と
言
っ
て
い

る
。�
（
当
事
者
12
歳
男
児
）

ア
ド
バ
イ
ス

○
オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
に
関
す
る

相
談
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
高
額

の
請
求
を
受
け
る
ケ
ー
ス
も
見
ら

れ
ま
す
。

○
ク
レ
ジ
ッ
ト
決
済
の
た
め
に
入

力
し
た
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
番

号
が
有
効
に
な
っ
て
い
て
、
オ
ン

ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
に
課
金
が
で
き
て

し
ま
う
ケ
ー
ス
な
ど
が
見
ら
れ
ま

す
。
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
管
理

に
は
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

○
オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
は
料
金
体

系
や
決
済
方
法
が
多
様
化
し
て
い

ま
す
。
周
り
の
大
人
は
オ
ン
ラ
イ

ン
ゲ
ー
ム
の
仕
組
み
に
つ
い
て
理

解
し
、
ゲ
ー
ム
の
遊
び
方
や
ル
ー

ル
に
つ
い
て
は
子
ど
も
と
決
め
て

お
く
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

ご
相
談
は 

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン　

☎
１
８
８

※
土
日
祝
日
も
相
談
で
き
ま
す
。

◆
無
料「
出
前
講
座
」出
張
し
ま
す
！

　

老
人
会
、婦
人
会
、地
域
の
集
会

や
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
研
修
会
な
ど
に
出
向

き
ま
す
。ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

神
埼
市
消
費
生
活
相
談
窓
口
よ
り

　
　

　
　

　
　

下
水
道
等
使
用
人
員
の

変
更
届
を
忘
れ
ず
に

小
規
模
契
約
希
望
者
の
登
録

不
法
投
棄
は
犯
罪
で
す

◎
問
い
合
わ
せ　

下
水
道
課　

管
理
係

☎
３
７
‐
０
１
０
５

◎
問
い
合
わ
せ　

建
設
課　

　

建
設
管
理
係　

☎
３
７
‐
０
１
０
３

◎
問
い
合
わ
せ　

生
活
環
境
推
進
室

生
活
環
境
係　

☎
３
７
‐
０
１
１
２

　

下
水
道
や
浄
化
槽
、
農
業
集

落
排
水
な
ど
、
市
営
の
汚
水
処

理
施
設
の
使
用
料
は
世
帯
割
と

世
帯
員
割
で
算
定
し
て
い
ま
す
。

住
民
票
の
人
数
と
実
際
に
居
住

し
て
い
る
人
数
が
異
な
る
場
合

は
、
申
請
で
減
免
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

人
員
が
異
な
る
場
合
は
、
下

水
道
課
ま
た
は
各
支
所
総
合
窓

口
課
に
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
持
っ
て
く
る
物

　

学
生
証
・
入
所
証
明
書
・
ア

パ
ー
ト
契
約
書
、
直
近
の
施
設

利
用
料
領
収
書
な
ど

浄
化
槽
整
備
の
お
願
い

　

下
水
道
が
整
備
さ
れ
て
い
な

い
区
域
は
、
浄
化
槽
の
整
備
を

お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　
「
市
設
置
型
合
併
処
理
浄
化

槽
」
は
、
分
担
金
・
使
用
料
を

納
め
て
い
た
だ
く
と
、
設
置
や

維
持
管
理
は
市
が
行
い
ま
す
。

　

汚
水
処
理
施
設
の
利
用
を
計

画
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
お
早

め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

市
内
に
事
業
所
を
置
く
小
規
模

事
業
者
の
受
注
機
会
の
拡
大
の
た

め
、
小
規
模
契
約
希
望
者
の
登
録

を
行
っ
て
い
ま
す
。

○
登
録
有
効
期
限

　

平
成
30
年
４
月
１
日
～
平
成
32

年
３
月
31
日
（
２
年
間
）

　

申
請
は
随
時
受
け
付
け
ま
す
。

○
契
約
対
象

　

軽
易
な
工
事
お
よ
び
修
繕
で
、

設
計
金
額
が
50
万
円
未
満
の
も
の

　

人
目
に
付
か
な
い
場
所
で
の
不

法
投
棄
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

　

不
法
投
棄
は
犯
罪
で
す
。
罪
に

問
わ
れ
た
場
合
、
厳
し
い
罰
則
が

設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
の

監
視
を
行
い
、
関
係
機
関
と
協
力

し
な
が
ら
不
法
投
棄
の
防
止
を
行

な
っ
て
い
ま
す
。

　

不
法
投
棄
物
を
発
見
し
た
場
合

は
、
調
査
と
撤
去
を
行
い
ま
す
の

で
、
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

出
典
：
独
立
行
政
法
人
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
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イベント・行事

神埼市消費者グループ協議会

アルミ缶回収デー
　第９回は、門前広場から西側木戸口の旧長崎街道
の歴史遺産を辿ります。今年度最後のまちあるきです。
○コース　神埼町神埼地区
○と　き　３月４日（日）
　　　　　９時～ 12時
○集　合　長崎街道門前広場　９時
※雨天時などは、３月11日(日)に変更
○駐車場　門前広場西側駐車場
○参加費　無料　（申込不要）
○注　意　約３㎞を徒歩で見学します。体力に自信
　　　　　のある方、自己で健康管理ができる方に
　　　　　限ります。

○と　き　５月27日(日)
　　　　　※時間は競技ごとに異なります。
○ところ　鳥栖市、神埼市、基山町、みやき町、上峰町、吉野ヶ里町、佐賀市の施設

内容 参加費 申込方法

交流大会16種目
　ゲートボール、壮年サッカー、ソフトバレーボール、

パークゴルフ、武術太極拳、年齢別テニス、年齢別
ソフトテニス、バウンドテニス、マスターズ陸上競
技、インディアカ、フォークダンス、スポーツ吹矢、
オリエンテーリング、ハイキング、卓球バレー、ア
キュラシー・ディスタンス

・大　人　800円
・子ども　400円
　（小学生以下）

※障害者手帳をお持ちで、
減額を希望される方は、
半額です。

専用の申込用紙に記入後、
参加料を添えて提出してく
ださい。

スポーツ・レクリエーション無料体験
　ニュースポーツ

無料 当日、現地で受け付けます。

○応募期限　４月27日（金）まで
◎申込・問い合わせ　社会教育課　スポーツ振興係　☎44-2731

◎問い合わせ　政策推進室　歴史文化振興係　
　　　　　　　☎37-0153

　アルミ缶は何度でもリサイクルができ、再生時に
は97％のエネルギーを節約できます。
　お持ちいただいたアルミ缶はグループで買い取り
ます。リサイクルにご協力をお願いします。
○と　き　３月20日（火）９時～ 11時
○ところ　神埼市中央公民館　北側搬入口
○注意事項
　アルミ缶はつぶさないでください。
　（洗わなくても結構です）
◎問い合わせ
・神埼市役所　商工観光課
　☎37-0107
・神埼市消費者グループ協議会
　松尾　☎53-0783

　北海道から沖縄まで、男子80チーム、女子70チー

ムが全国各地から参加します。観覧や熱い声援をお

待ちしています。

○と　き　３月29日（木）
　　　　　８時30分～
○ところ　神埼中央公園体育館

　また、錬成会が３月26日（月）・27日（火）、プレリー

グ戦が３月28日（水）に市内各施設で行われます。

◎問い合わせ　社会教育課　スポーツ振興係

　　　　　　　☎44-2731

第９回　神埼まちあるき

佐賀県さわやかスポーツ・レクリエーション祭

神埼市長旗全国選抜
中学生剣道大会
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行政トピックス

神埼・ふるさと学習　～神埼市のよさ発見～

税金って何？　小学生に租税教室

子どもクラブ活動実績発表会　子どもたちが工夫を凝らして

　子どもたちが郷土への関心を深め、郷土を愛し、郷土
を誇りに思う心情を育むことを目的に、市内全小中学校
で「神埼・ふるさと学習」に取り組んでいます。
　児童生徒は、それぞれ研究課題を設定し、調査活動を
行い、調べたことや自分の考えをまとめ、一人ひとりが
研究論文を作成しました。
　12月15日に「神埼・ふるさと学習」子どもマイスター
選考委員会で、各学校から選ばれた23人の中から、特に
優秀な研究論文を作成した小学生２人、中学生３人の計
５人を「子どもマイスター」として認定しました。また、「優
秀子ども学芸員」として18人を選出し、認定証が贈られ
ました。
　この学習を通して、神埼市の
素晴らしさを発見し、ふるさと
神埼を愛する子どもが育ってい
くことを強く願っています。

平成29年度 ５人を認定

脊振中１年
一番ヶ瀨 未羽さん

「後鳥羽神社について」

仁比山小４年
佐藤 奈菜さん

「昔の人々の命をたくさん
すくった伊東玄朴」

脊振中１年
貞包 彩乃さん

「脊振特産さしみこんにゃく
の知名度を上げる！」

脊振小４年
髙島　巧さん

「おいしさいっぱい脊振町」

神埼中１年
朝日 綾華さん

「みんなが知らない
仁比山神社の歴史」

　税金のことをよく知ってもらうため、小学６年生を対象
に租税教室を開催しました。今年度は、脊振小学校（８人）、
神埼小学校（118人）、千代田東部小学校（28人）で授業
を実施しました。
　税金がなくなった世界を描いたアニメーションの鑑賞
や、１億円分のお札のレプリカに触れる体験、１億円の使
い道を話し合うミニ議会などを行いました。
　児童からは「税金はいらないと思っていたけど、色々な
ところで役立っていることがよく分かりました」と感想が
あり、税の必要性を認識してもらう機会になりました。

◎問い合わせ　税務課　☎37-0114

　２月18日、神埼市中央公民館で神埼市子どもクラブ連絡協議会活
動実績発表会が開催され、市内11地区のクラブの子どもたちが、１
年間の活動や思い出に残ったことを発表しました。
　スクリーンの写真や手作りのイラストを使い、地域のお祭りやイベ
ントの様子を一生懸命伝えました。交通安全教室を開催したり、飛び
出し注意の看板を設置したりするなど、地域の安全安心のために活動
しているクラブもあり、さまざまな活動を知る機会にもなりました。
出場クラブ
犬の目、志波屋、曽根ヶ里、平ヶ里南、仁戸田、広滝東、﨑村、原の町、
尾崎東分、黒津、下板
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千代田町に企業が進出します

在宅医療と介護の市民公開講座を開催しました

新進運輸（株）
　一般貨物自動車運送事業を手がける新進運輸（株）
が市に進出することが決まり、１月17日に進出協
定を締結しました。
　主要道路に近く交通の利便性に優れ、また人材確
保を行う環境にも優れていると千代田町迎島地区に
進出、倉庫を建設し今年４月に操業開始予定です。
また３年後までに新たに10人の従業員雇用を予定
されています。
　締結式で近藤治代表取締役は「神埼の地で根付き、
地域貢献していきたい」と話されました。

　２月３日、在宅医療と介護の連携をテーマに神埼市郡医
師会主催の市民公開講座が神埼市中央公民館で開催されま
した。
　講演は江頭歯科医院の江頭秀明院長、神埼薬局の千代延
誠治薬剤師、こすもす苑の小川由紀美ケアマネジャー、市
高齢障がい課の中島貴尋主査の４人の講師が、それぞれの
職種から在宅医療・介護連携の取り組みについて講演しま
した。
　会場には、住民および関係者が多数参加、関心の高さが
感じられました。
　現在、神埼市郡医師会が神埼市と吉野ヶ里町の在宅医療・介護連携推進事
業を担っています。神埼市では、今後も医師会と協働で、各関係機関や多職
種の連携体制構築の支援を行い、事業の推進を行います。

ヤマグチ電機（株）
　電気的装置の製造業を手がけるヤマグチ電機（株）
が市に進出することが決まり、１月23日に進出協
定を締結しました。
　主要取引先との距離が近く、搬入・搬出効率にも
優れていると千代田町下西地区に進出、工場を建設
し、今年７月に操業開始を予定されています。また
３年後までに新たに７人の従業員雇用を予定されて
います。
　締結式で山口雄二代表取締役は「新たな工場で今
までできなかった発注も受け、更に発展していきた
い」と話されました。

司法書士　すえなが総合事務所
℡0952－52－2079（神埼サピエより南に100ｍ）

困ったこと、悩んでいること、ご相談を
相続・遺言・不動産登記・商業、法人登記
成年後見・借金問題（相談室あります・秘密厳守）

料金の見積り等も、気軽にお尋ね下さい

司法書士　末永博義・井上智史

営業時間　午前８：00～午後６：00
（毎週火曜日は午後８時まで営業）

有
料
広
告

有
料
広
告


